
　　　

 

（休業手当） 
労働基準法　第26条 　
使用者の責に帰すべき事由による休業の場合においては、
使用者は、休業期間中当該労働者に、その平均賃金の百
分の六十以上の手当を支払わなければならない。
★不可抗力であれば使用者に休業手当の支払い義務は生
じない★
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左記　罹患者との濃厚接触者への対応
新型コロナウイルス感染症の
罹患者が初めて確認されたとき


